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接
尾
語
コ
シ
の
成
立
過
程

舘

谷

笑

子

は

じ

め

に

「ーコシ

（
コ
イ
）
」
と
い
う
形
を
と
る
ク
活
用
形
容
認
は
中
古
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
存
す
る
。
こ
れ
ら
を
コ
シ
型
形
容
詞
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。
こ
の
コ
シ
型
形
容
詞
の
語
末
コ
イ
に
つ
い
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
は
、

①
形
容
調
「
濃
い
」
が
接
尾
語
化
し
た
も
の
。
名
詞
な
ど
に
付
き
、
そ
の
聞
に
促
音
の
は
い
る
こ
と
が
多
い
。
濃
い
さ
ま
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

「
あ
ぶ
ら
つ
こ
い
」
な
ど
。
②
体
言
ま
た
は
性
質
、
状
態
を
あ
ら
わ
す
語
に
付
い
て
、
形
容
調
を
つ
く
る
。
上
が
促
音
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
性

質
、
状
態
を
や
や
強
調
し
て
い
う
。
「
ち
ょ
ろ
こ
い
」
「
ま
る
っ
こ
い
」
「
細
っ
こ
い
」
「
し
つ
っ
こ
い
」
「
ゃ
に
こ
い
」
な
ど
。
〔
補
注
〕
②
に
は
、

も
と
も
と
、
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
と
語
尾
と
の
問
に
「
？
と
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
、
①
の
「
こ
い
」
が
そ
の
意
味
を
失
っ
て
き
た
も
の
と
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
さ
れ
る
。

コ
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
い
う
捉
え
方
は
こ
れ
以
外
に
見
ず
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。

一
方
、

15 

形
容
詞
コ
シ
に
由
来
す
る
と
い
う
捉
え
方
は
近
世
か
ら
既
に
見
ら
れ
る
。
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〔
コ
イ
〕
詞
ノ
尾
ニ
添
ハ
リ
テ
、
甚
シ
キ
意
ヲ
含
メ
リ
、
濃
ノ
字
／
意
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
（
常
陸
方
一
言
）

形
容
詞
コ
シ
は
平
安
時
代
初
期
か
ら
、

－
浅
緑
濃
い
繰
〈
己
以
波
奈
太
〉
染
め
か
け
た
り
と
も
見
る
ま
で
に
玉
光
る
下
光
る
新
京
朱
雀
の
し
だ
り
柳
・
：
（
催
馬
楽

古

－
穀
稼
諸
の
果
賓
の
滋
キ
昧
ひ
皆
損
滅
す
る
と
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

・
果
賓
も
並
に
滋
ク
繁
ク
し
て
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

浅
緑
）

平
安
初
期
点
）

平
安
初
期
点
）

の
よ
う
に
、
色
・
昧
・
密
度
が
濃
い
こ
と
を
表
す
用
例
が
見
ら
れ
、
以
後
主
に
濃
色
表
現
で
多
く
用
い
ら
れ
る
が
上
代
に
は
確
例
が
見

（

1）
 

ら
れ
な
い
。

コ
シ
型
形
容
詞
も
上
代
に
は
見
ら
れ
ず
、
中
古
に
見
ら
れ
る
コ
シ
型
形
容
詞
の
意
味
が
後
で
述
べ
る
よ
う
に
濃
度
と
結
び

つ
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
語
末
コ
シ

（
コ
イ
）

は
形
容
詞
コ
シ
が
基
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、

「
日
本
国
語
大
辞
典
』

の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
時
代
が
下
る
と
語
末
の
コ
シ

（
コ
イ
）

は
上
接
部
の
意
味
を
強
調
す
る

働
き
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
変
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

コ
シ
型
形
容
詞
と
同
様
の
も
の
に

は
形
容
詞
イ
タ
シ
に
由
来
す
る
も
の
だ
が
、
上
接
部
に
独
立
的
要
素

（

2）
 

だ
け
で
な
く
非
独
立
的
要
素
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
中
世
に
接
尾
語
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
コ
シ
型
形
容
詞
に

タ
シ
型
形
容
詞
が
あ
り

タ
シ
型
形
容
詞
の
語
末
タ
シ

（
タ
イ
）

つ
い
て
も
同
様
の
変
化
が
想
定
さ
れ
、
本
稿
で
は
タ
シ
型
形
容
調
の
場
合
と
同
様
に
コ
シ
型
形
容
詞
の
上
接
部
の
語
構
成
要
素
が
独
立

的
か
非
独
立
的
か
に
注
目
し
、
接
尾
語
コ
シ

（
コ
イ
）

の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

「
独
立
的
要
素
＋
形
容
詞
ヲ
ン
（
コ
イ
こ

先
ず

コ
シ
型
形
容
詞
の
中
で
も
「
独
立
的
要
素
（
名
詞
・
動
詞
連
用
形
）
＋
形
容
詞
コ
シ

（
コ
イ
こ

の
形
を
と
る
も
の
を
挙
げ



て
考
察
す
る
。

【
名
調
】ア

セ
コ
シ

う
と
ま
ね
ど
た
れ
も
汗
こ
き
夏
な
れ
ば
ま
速
に
寝
と
や
心
隔
つ
る
（
曽
丹
集
）

ア
ブ
ラ
コ
シ

風
女
利
反
ア
プ
ラ
コ
ン
ナ
メ
ル
（
観
智
院
本
類
家
名
義
抄

備
中
田
ウ
）

ヤ
ニ
コ
イ

住
吉
の
き
し
ま
せ
ふ
り
に
ね
ば
ふ
し
て
や
に
こ
き
人
は
ま
つ
に
気
の
と
く
（
吾
吟
我
集

ノ、
） 

ミ
ソ
コ
イ

小
聞
も
の
と
地
紙
み
そ
こ
い
附
を
し
（
榔
多
留

編

接尾語コシの成立過程

こ
れ
ら
上
接
部
に
名
詞
を
と
る
も
の
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
そ
の
名
詞
が
液
体
状
の
、
な
い
し
可
塑
的
な
物
を
表
し
、

（

3）
 

・
コ
ミ
ヅ
（
襲
）
と
い
っ
た
形
容
詞
語
幹
の
用
法
と
共
通
し
て
お
り
、

そ
れ
が
多
く
あ
る
様
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
コ
ザ
ケ
（
醸
酒
）

形
容
詞
コ
シ
の
意
昧
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
コ
イ
こ

の
形
を
と
る
接
合
形
容
詞
だ
と

つ
ま
り
「
名
詞
十
形
容
詞
コ
シ

言
え
よ
う
。

動
詞
連
用

寝！
濃？

運
歩
色
葉
集

ネ
ゴ
イ

二
刀
オ
）

ネ
パ
リ
ッ
コ
イ

君
は
そ
れ
程
強
く
は
な
い
が
粘
り
っ
こ
い
の
で
誰
よ
り
も
子
剛
い
感
じ
だ
と
（
途
上
〈
嘉
村
議
多
〉
）

上
接
部
に
動
詞
連
用
形
を
と
る
の
は
名
詞
の
場
合
よ
り
も
時
代
が
下
っ
た
中
世
か
ら
で
あ
る
。
ネ
ゴ
イ
は
動
詞
ヌ

（
寝
）
の
連
用
形

ネ
に
形
容
詞
コ
イ
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
名
詞
の
場
合
と
比
べ
る
と
形
容
詞
コ
イ
の
意
味
と
は
結
び
つ
き
に
く
い
。

Z
巾mor
－－ロ巾
moF出
H
0
・
ネ
ゴ
ィ
、
ま
た
は
、
ネ
ゴ
イ
ヒ
ト
（
寝
濃
い
、
ま
た
は
、
寝
濃
い
人
）
よ
く
眠
る
（
人
）
（
日
葡
辞
書
）

17 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
語
末
コ
イ
は
形
容
詞
コ
イ
の
意
味
が
薄
れ
て
単
に
上
接
部
の
意
味
の
程
度
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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」
の
よ
う
に

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 コ
シ
型
形
容
詞
は
中
古
か
ら
「
独
立
的
要
素
十
形
容
詞
コ
シ

（
コ
イ
）
」

の
形
を
と
る
複
合
形
容
詞
と
し
て
形
成
さ

の
形
容
詞
イ
夕
、
ン
が
副
詞
的
に
も
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
形
容
詞
コ
シ
は
情
態
形
容
詞
で
あ
り
、
副
詞
的
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ

タ
シ
型
形
容
詞
と
比
較
す
る
と
、
上
接
部
が
動
詞
連
用
形
の
も
の
の
数
が
少
な
い
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
基

な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
非
独
立
的
要
素
＋
接
尾
語
（
ツ
）

コ
シ
（
コ
イ
こ

る
次
に
、
「
非
独
立
的
要
素
（
動
詞
語
幹
・
形
容
詞
語
幹
等
）
＋
接
尾
語
（
ツ
）

コ、ン

（
コ
イ
）
」

の
形
を
と
る
コ
シ
型
形
容
詞
を
挙
げ

【
動
詞
語
幹
｝

シ
ナ
ッ
コ
イ

ス
ベ
ッ
コ
イ

ナ
ツ
コ
イ

【
形
容
詞
語
幹
】

サ
ム
ッ
コ
イ

ス
ッ
コ
イ

ヒ
ヤ
コ
イ

ヌ
ル
ッ
コ
イ

十
四
の
秋
よ
り
こ
こ
に
つ
と
め
て
、
ほ
っ
と
り
と
し
て
し
な
つ
こ
く
（
色
道
大
鼓

． 
） 

す
べ
っ
こ
い
か
ほ
に
官
金
入
れ
あ
げ
る
（
柳
樽
拾
遺
）

な
つ
こ
ひ

縄
問
く
也
。
江

仙
台
）

な
れ
る
（
浜
荻

田
を
か
へ
す
が
へ
す
も
う
い
わ
ざ
だ

春
風
も
ま
だ
さ
む
つ
こ
き
里
（
ゃ
っ
こ
は
い
か
い

ど
う
腹
や
俄
に
ふ
っ
と
く
だ
す
ら
ん

呑
に
す
っ
こ
き
此
濁
酒
（
ゃ
っ
こ
は
い
か
い

俄
に
水
滴
あ
が
り
き
よ
げ
に
冷
こ
く
夏
を
し
の
ぐ
た
め
に
は
是
ぞ
と
。
（
本
朝
桜
陰
比
事

愛
に
は
を
と
こ
だ
て
の
ぬ
る
つ
こ
く
、
に
や
い
申
さ
ね
ど
も
（
ゃ
っ
こ
は
い
か
い
）



チ
ョ
ロ
ッ
コ
イ

ノ
ロ
ッ
コ
イ

ト
ロ
ッ
コ
イ

マ
ル
コ
イ

ウ
マ
ツ
コ
イ

ホ
ソ
ッ
コ
イ

接尾語コシの成立過程

ネ
パ
ッ
コ
イ

、
ネ
ツ
コ
J
e

セ
マ
ツ
コ
イ

マ
ダ
ル
コ
イ

こ
れ
ら
動
詞
語
幹
・
形
容
詞
語
幹
を
上
接
部
に
と
る
コ
シ
型
形
容
詞
は
近
世
以
降
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
多
い
形
容
詞
語
幹
の
も
の

の
一
説
が
存

ち
ょ
ろ
ッ
こ
い
様
で
も
も
げ
ぬ
禿
の
子
（
柳
多
留

四編）

の
ろ
ッ
こ
い
四
つ
子
後
か
ら
ぜ
げ
ん
付
き

卜
文
（
柳
多
留

十
七
編
）

〔
権
〕
・
：
義
理
だ
の
。
な
ん
の
と
。
そ
ん
な
と
ろ
っ
こ
い
こ
っ
ち
ゃ
ァ
馬
鹿
ら
し
い
。
（
契
情
実
之
巻

ヲ
、
し
ん
気
丸
乙
う
成
っ
た
角
た
づ
ね
（
机
の
塵
）

後
編
三
）

ナ
ン
ト
う
ま
ツ
こ
い
パ
ン
リ
ン
グ
〔
口
あ
ひ
〕
だ
ら
う
（
当
世
書
生
気
質

。

図
。

8
民
2
1関
口
ホ
ソ
ッ
コ
イ
茎
・
（

gロ・）∞
B
o
g
y
g
o
F
（
和
英
語
林
集
成

版

一
段
声
を
低
め
て
、
の
ろ
／
＼
と
粘
っ
こ
く
一
一
目
っ
て
落
着
き
払
っ
た
容
態
。
（
暴
風
〈
国
木
田
独
歩
〉
二
の
二
）

そ
の
ね
っ
こ
い
、
腸
の
底
ま
で
食
ひ
込
ま
な
け
れ
ば
承
知
で
き
な
い
や
う
な
恋
愛
で
は
（
桐
畑
〈
里
見
弾
〉
好
敵
手
・
八
）

狭
っ
こ
い

σoz品
。
可
の
や
う
な
船
室
で
（
或
る
女
〈
有
島
武
郎
〉
一
一
O
）

ま

だ

る

「
何
も
萎
酒
な
ん
ぞ
ぢ
や
間
怠
こ
く
ツ
て
」
と
極
り
悪
さ
う
に
僻
目
に
な
る
。
（
其
面
影
〈
二
葉
亭
四
迷
〉
七
十
五
）

す
る
の
だ
ろ
う
が
、

は
「
形
容
調
語
幹
＋
コ
十
シ
」
と
コ
が
挿
入
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
先
に
示
し
た

コ
シ
型
形
容
調
の
上
接
部
全
体
か
ら
見
る
と
他
の
語
構
成
要
素
も
と
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
に
は
従
え
な
い
。
ま

「
日
本
国
語
大
辞
典
』

（ッ）

コ、ン

た
、
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は
い
ず
れ
も
第
一
節
で
見
た
名
調
の
場
合
と
は
異
な
り
、
形
容
詞
コ
シ
の
意
味
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
語
末
の

は
接
尾
語
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
コ
イ
）

更
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
ナ
ツ
コ
イ
・
ス
ッ
コ
イ
・
マ
ダ
ル
コ
イ
を
除
く
と
い
ず
れ
の
上
接
部
も
重
権
素
と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

19 

こ
の
こ
と
が
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
か
に
つ
い
て
は
結
論
を
見
出
せ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
コ
シ
型
形
容
詞
が
情
態
性
の
語
で
あ
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る
こ
と
と
、
上
接
部
が
重
複
し
て
情
態
を
表
す
語
と
な
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（

4）
 

次
に
、
以
上
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
上
接
部
を
有
す
る
語
を
挙
げ
る
。

【
そ
の
他
】

シ
ツ
コ
シ

許
可
揮
は
し
つ
こ
く
詩
を
作
た
る
者
な
る
ほ
ど
に
許
湿
と
云
た
ぞ
（
湖
鏡
集
）

ウ
ザ
ッ
コ
イ

う
ざ
ッ
こ
い
親
類
の
来
る
美
し
さ

水
仙
連
（
柳
多
留

十
九
編
）

シ
ツ
コ
シ
の
上
接
部
シ
ツ
は
、
「
角
川
古
語
大
辞
典
」
に
よ
る
と
漢
語
名
詞
「
湿
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
漢
語
名
詞

シ
ツ
は
単
独
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
ま
た
コ
シ
型
形
容
認
で
漢
語
名
詞
を
上
接
部
に
と
る
も
の
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、

本
稿
で
は
独
立
的
要
素
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
が
、

で
は
上
接
部
シ
ツ
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
非
独
立
的
要
素
に
含
め

て
よ
い
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。

ウ
ザ
ッ
コ
イ
は
ウ
ザ
ウ
ザ
と
い
う
重
複
形
の
重
複
素
が
上
接
部
に
あ
た
り
、
先
に
挙
げ
た
ス
ベ
ッ
コ
イ
な
ど
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ス
ラ
コ
シ

次

ヒ
ス
ラ
コ
シ
如
何

ハ
リ
セ
ル

フ
カ

カ
ト

セ
リ
ノ
反

張
行
ノ
心
欺
（
名
語
記

十
日
持
オ
）

シ
守
フ
ラ
コ
イ

ど
こ
じ
ゃ
や
ら
う
る
め
焼
香
の
し
ぶ
ら
こ
い
（
す
が
た
な
ぞ
）

シ
ツ
ラ
ッ
コ
イ

〔
禿
〕
ア
レ
し
つ
ら
っ
こ
い
背
中
に
鼠
が
居
る
ハ
な
（
和
唐
珍
解
）

ブ
テ
ラ
コ
イ

禿
ど
も
ふ
て
ら
っ
こ
い
と
お
し
て
行
く
（
柳
多
留

九
編
）

こ
れ
ら
は

ブ

（ッ）

コ、ン

（
コ
イ
こ

の
形
を
と
る
。
こ
の
ラ
は
情
態
言
を
作
る
接
尾
辞
ラ
と
思
わ
れ
、

ヒ
ス
ラ
コ
シ
は
ヒ
ス

イ
・
ヒ
ス
ラ
シ
の
ヒ
ス
に
、
シ
ブ
ラ
コ
イ
は
シ
ブ
シ
・
シ
ブ
シ
ブ
（
ト
）
の
シ
ブ
に
、
シ
ツ
ラ
ッ
コ
イ
は
シ
ツ
コ
シ
の
シ
ツ
に
、

（

5）
 

ラ
コ
イ
は
フ
テ
ル
の
フ
テ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
情
態
言
を
作
る
接
尾
辞
ラ
が
付
き
、
更
に

ブ
一
ア

（ッ）

コ、
V
J

（
コ
イ
）
が
付
い
た

「
〔
上
接
部
＋



ラ
〕
＋
接
尾
語
（
ッ
）

コ、ン

（
コ
イ
）
」
と
い
う
形
の
コ
シ
型
形
容
詞
と
考
え
ら
れ
る
。

ヌ
ル
マ
ツ
コ
イ

ぬ
る
ま
ッ
こ
い
ラ
ム
ネ
を
渇
い
た
喉
へ
通
し
た
。
（
黒
猫
〈
龍
胆
寺
雄
〉
四
）

こ
の
語
は
、

タ
シ
型
形
容
詞
ヌ
ル
マ
ッ
タ
イ
と
同
様
、

ヌ
ル
マ
ユ
の
ヌ
ル
マ
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
接
部
に
非
独
立
的
要
素
と
る
コ
シ
型
形
容
認
は
ヒ
ス
ラ
コ
シ
が
中
世
か
ら
見
ら
れ
、
近
世
以
降
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
接
尾
語
コ
シ
の
成
立
は
接
尾
語
タ
シ
と
同
様
に
中
世
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
ル
マ
コ
イ

い
か
な
ノ
＼
む
か
し
に
か
は
り
丸
ま
こ
き
金
子
く
れ
る
な
し
ゃ
う
ノ
＼
四
角
に
く
た
き
た
る
も
の
。
（
色
里
三
所
世
帯

（

6）
 

マ
ル
マ
ッ
チ
イ
が
マ
ル
マ
ル
ッ
チ
イ
の
約
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
マ
ル
マ
ル

コ
イ
が

上
・
五
）

接尾語コシの成立過程

マ
ル
マ
コ
イ
は
、

（ッ）

約
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

（ッ）

コ
イ
の
用
例
が
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
問
題
は
残
る
。

マ
ル
マ
ル

以
上
、
第
一
・
二
節
で
見
た
語
が
本
来
の
コ
シ
型
形
容
詞
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
語
も
形
態
、
上
は
コ
シ
型
形
容

調
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
来
は
別
の
形
で
あ
っ
た
も
の
が
音
の
変
化
に
よ
っ
て
「
｜
コ
イ
」
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

コ
シ
型
形
容
調
に
準
じ
て
捉
え
ら
れ
る
。

ハ
シ
コ
イ

す
る
が
づ
h

み
に
手
ば
し
こ
く
金
五
十
両
す
み
ぐ
ろ
に
、
似
せ
も
に
せ
た
り
五
十
は
い
、
（
冥
土
の
飛
脚
）

ヤ
ワ
ラ
コ
イ

た
ば
こ
ノ
＼
と
待
つ
宵
の
。
松
葉
た
ば
こ
の
や
は
ら
こ
き
。
（
樋
山
姥

や
ら
こ

鰻
な
ど
も
御
当
地
の
和
い
ば
か
り
で
も
み
な
い
が
ナ
。
（
浮
世
風
呂

一） 

ヤ
ラ
コ
イ

二
編
上
）

21 

国
ね
へ
ナ
。
お
い
の
河
原
と
い
ふ
所
の
姻
草
で
ゑ
す
（
中
略
）
固
ナ
ニ
ハ
ゃ
っ
こ
ひ
事
い
し
（
真
女
意
題
）

（

7）
 

こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
対
応
す
る
カ
イ
型
形
容
調
ハ
シ
カ
イ
・
ヤ
ワ
ラ
カ
イ
・
ヤ
ラ
カ
イ
が
存
し
、
そ
れ
ら
の
カ
の
母
音
が
交
替
し

（

8）
 

て
ハ
シ
コ
イ
・
ヤ
ワ
ラ
コ
イ
・
ヤ
ラ
コ
イ
に
、
ヤ
ラ
コ
イ
が
促
音
便
化
し
て
ヤ
ッ
コ
イ
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヤ
ッ
コ
イ
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ア
マ
チ
コ
イ

調
コ
レ
仰
し
ゃ
る
な
常
盤
様
。
あ
ま
ち
こ
い
減
、
ず
口
聞
い
て
居
る
主
で
な
い
ぞ
え
。
（
鬼
一
法
眼
三
略
巻

四

こ
の
語
は
、

ア
マ
ッ
チ
ョ
ロ
コ
イ
の
約
ま
っ
た
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
音
の
変
化
が
起
こ
り
得
る
の
か
に
つ
い
て

は
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

ニ
ッ
コ
イ

相
「
残
念
。
腹
が
立
ち
ま
す
ヨ
。
憎
こ
い
孝
助
だ
。
只
置
き
ま
し
ね
へ
。
（
怪
談
社
丹
燈
龍

九

こ
の
語
は
こ
の
一
例
し
か
見
ら
れ
ず
、
ニ
ク
イ
の
促
音
便
化
し
た
ニ
ッ
ク
イ
の
ク
が
母
音
交
替
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
以
降
は
上
接
部
が
非
独
立
的
要
素
の
も
の
、
特
に
形
容
詞
語
幹
を
と
る
コ
シ
型
形
容
詞
が
多
く
、
接
尾
語
コ
シ

が
成
立
し
勢
力
を
拡
大
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
勢
力
の
拡
大
と
と
も
に
、
接
尾
語
コ
イ
が
付
い
た
の
で
は
な
く
音
の
変
化
な
ど
に

よ
っ
て
語
末
が
コ
イ
と
な
っ
た
語
も
多
く
現
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま

と

め

こ
れ
ま
で
上
接
部
の
語
構
成
要
素
に
注
目
し
て
コ
シ
型
形
容
詞
を
見
て
き
た
。
そ
の
推
移
を
次
の
表
に
示
し
た
。

こ
の
表
か
ら
、
「
独
立
的
要
素
＋
形
容
詞
コ
シ

（
コ
イ
こ
と
い
う
接
合
形
容
詞
の
も
の
は
中
古
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
「
非
独
立
的
要

素
＋
接
尾
語
（
ツ
）

コ、ン

（
コ
イ
こ
と
い
う
派
生
形
容
詞
の
も
の
が
中
世
か
ら
見
ら
れ
は
じ
め
、
近
世
に
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
推
移
は
、

コ
シ
型
形
容
詞
の
上
接
部
が
独
立
的
要
素
か
ら
非
独
立
的
要
素
へ
と
変
化
し
、
権
合
形
容
詞
か
ら
派
生

形
容
詞
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
語
末
の
コ
シ

（
コ
イ
）

は
形
容
詞
コ
シ
が
中
世
か
ら
接
尾
語
化
し
た
と
き
口
え
、

接
尾
語
タ
シ
と
類
似
の
成
立
過
程
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
接
尾
語
コ
シ
の
意
味
の
面
に
注
目
す
る
と
、
接
尾
語
夕
、
ン
と
同
様
、
上
接
部
の
意
昧
の
程
度
を
強
調
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、



【表】

接尾語コシの成立過程

近 代 近 世 中世 中古

ミヤ アア 名
ソニ ブセ 5虫
ココ ラコ
イイ コシ 立

シ 言可

ネ コネ
的

ノT
要

ユ〆
ツ

素
コ
イ

ナ ミl~I
動詞幹語

、y
非

コ 、y 、y

イ ココ
イイ 5虫

マセドド｜ホ｜ウ｜ マ｜ト｜ノ｜チ｜ヌ｜ヒ｜スサ｜ダマツノTソマ ルロロヨルヤッム 立
Jレツコツツツ コソツロッココッ
ココイコココ イココッコイイコ
イイ イイイ イイコイ イ 的

イ

ヌ ウ｜マ｜フiシシ｜ シヒ そ 要
Jj, 

ザル襲テ撃ツ襲ブ警 ツスマ ツマ 襲撃 コブ 襲ブ撃 の
ツ コココッコ 素
コ イイイコイ コ 他
イ イ シ

接
尾
語
コ
シ
の
場
合
は
そ
の
上
接
部
の
意
味
が
情
態
に
集

中
す
る
と
思
わ
れ
る
。
前
節
で
挙
げ
た
用
例
か
ら
も
そ
の

（

9）
 

こ
と
は
窺
え
よ
う
。
『
現
代
形
容
詞
用
法
辞
典
』
で
は
ホ

ソ
ッ
コ
イ
・
チ
ッ
コ
イ
等
は
ホ
ソ
イ
・
チ
イ
サ
イ
等
よ
り

も
意
昧
が
狭
く
、
物
理
的
意
味
で
の
み
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
接
尾
語
コ
シ

は
、
元
来
上
接
部
の
情
態
的
意
昧
の
程
度
を
強
調
す
る
働

き
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、

コ
シ
型
形
容
詞

の
上
接
部
に
「
＋
ラ
」

の
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、

ラ
が
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
情
態
言
を
形
成
す
る
接
尾
辞

で
あ
る
乙
と
か
ら
説
明
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
表
で
傍
線
を
付
し
た
語
は
、
そ
の
上
接
部

が
重
複
素
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
接
尾
語
化

し
た
後
の
コ
シ
型
形
容
詞
の
上
接
部
に
重
複
素
の
多
い
こ

と
が
分
か
る
。
先
に
述
べ
た
情
態
言
を
形
成
す
る
接
尾
辞

23 

と
重
複
形
と
に
は
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
村
上
昭
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ラ
が
付
い
た
「
ラ
」
（
【
表
】
で
網
か
け
を
付
し
て
い
る
）
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非
反
復
形
リ
ラ
が
反
復
形
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
非
反
復
形
は
反
復
形
と
お
な
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
反
復
形

に
つ
い
て
は
、
情
態
言
の
形
成
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
阪
倉
篤
義
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
非
反
復
形
H
ラ
も
、
反
復

（刊）

形
と
同
様
に
、
情
態
言
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
情
態
言
を
形
成
す
る
は
た
ら
き
は
、
ラ
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
重
複
形
と
「
l
ラ
」
と
は
い
ず
れ
も
情
態
一
一
員
を
形
成
す
る
と
い
う
同
じ
働
き
を
有
し
て
お
り
、
従
っ
て
コ
シ
型
形

容
詞
の
上
接
部
に
重
権
素
と
「
ラ
」
と
の
両
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
指
摘
と
矛
盾
す
る
現
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

全
て
の
重
複
素
に
接
尾
語
コ
シ
が
付
く
わ
け
で
は
な
く
、
重
複
素
の
中
で
も
情
態
を
表
す
語
基
が
接
尾
語
コ
シ
の
上
接
部
に
な
り
得
る

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
性
格
は
、
基
の
形
容
詞
コ
シ
の
意
味
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
形
容
詞
ゴ
シ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
情
態
形
容
詞
で
あ

り
、
従
っ
て
接
尾
語
コ
シ
も
主
に
情
態
的
意
味
の
程
度
を
強
調
し
、
物
事
の
あ
る
情
態
・
性
質
を
捉
え
て
そ
の
情
態
・
性
質
の
甚
だ
し

い
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
接
尾
語
タ
シ
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
基
の
形
容
詞
イ
タ
シ
が
感
覚
形
容
詞
で
あ
り
、
従
っ
て
接
尾

語
タ
シ
は
主
に
感
覚
的
意
昧
の
程
度
を
強
調
し
、
対
象
に
抱
く
あ
る
感
覚
を
捉
え
そ
の
感
覚
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

コ
シ
型
形
容
詞
と
タ
シ
型
形
容
詞
と
は
語
末
の
コ
シ

（
コ
イ
）

タ
ン

（
タ
イ
）
が
基
は
形
容
詞
で
あ
っ
た
も
の
が

中
世
に
接
尾
語
化
す
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
り
、
そ
の
意
昧
に
お
い
て
も
基
の
形
容
詞
の
影
響
を
接
尾
語
が
受
け
て
い
る
と
い
う
共
通

点
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
他
の
基
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
が
接
尾
語
化
す
る
も
の
〔
ナ
シ
（
甚
）
型
形
容
詞
・
ト
シ
型
形
容
調
〕

つ
ま
り
、
形
容
詞
化
接
尾
語
は
、

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

A
、
独
立
し
た
形
容
詞
と
し
て
の
働
き
を
持
つ
も
の



同
上
接
部
に
独
立
的
要
素
を
と
っ
て
権
合
形
容
詞
を
つ
く
る
も
の

ω上
接
部
に
非
独
立
的
要
素
を
と
っ
て
派
生
形
容
詞
を
つ
く
る
も
の

B
、
接
尾
語
と
し
て
の
働
き
し
か
持
た
な
い
も
の

の
よ
う
に
分
類
で
き
、

A
同
か
ら
A
刷
へ
変
化
す
る
形
容
調
化
接
尾
語
の
共
通
性
と
言
え
る
。

お

わ

り

に

接尾語コシの成立過程

以
上
の
よ
う
に
見
て
き
た
結
果
、

コ
シ
型
形
容
詞
は
中
古
に
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
コ
シ
が
上
接
部
に
独
立
的
要
素
を
と
る

（
コ
イ
）
が
接
尾
語
化
し
て
上
接
部
に
非
独
立
的
要
素
を
と
る
派
生
形
容
詞

複
合
形
容
認
で
あ
っ
た
の
が
、
中
世
以
降
に
語
末
の
コ
シ

を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
意
昧
に
つ
い
て
は
、
主
に
接
尾
語
コ
シ
の
上
接
部
は
情
態
を
表
す
要
素

で
あ
り
、
接
尾
語
コ
シ
が
上
接
部
の
表
す
情
態
的
な
意
味
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
前
稿
で
扱
っ
た
タ
シ
型
形
容
調
、
本
稿
で
扱
っ
た
コ
シ
型
形
容
詞
は
共
に
複
合
形
容
調
か
ら
派
生
形
容
詞
へ
変
化
し
、

共
通
の
過
程
を
経
て
接
尾
語
タ
シ
・
コ
シ
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
接
尾
語
夕
、
ン
・
コ
シ
は
そ
の
意
昧
に
お
い
て
、
基
の

形
容
詞
イ
タ
シ
・
コ
シ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
点
で
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（

1）
 

（

2）
 

拙
稿
「
『
紅
之
深
染
・
薄
染
』

l
｜
色
の
濃
淡
を
表
す
形
容
詞
の
考
察
か
ら

1
1
」
（
寓
葉
即
平
9
・
3）

拙
稿
「
接
尾
語
タ
シ
の
成
立
過
程
｜
l

タ
シ
型
形
容
詞
の
考
察
か
ら
｜
｜
」
（
語
文
〔
大
阪
大
学
〕
印
平
9
－

U）
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3 

コ
ザ
ケ
限
定
合
（
新
撰
字
鏡
）

コ
ミ
ヅ
築
古
寺
（
新
訳
華
厳
経
立
日
義
私
記
）

他
に
も
ニ
ヤ
コ
イ
・
イ
シ
コ
イ
・
ス
ジ
コ
イ
・
ム
ジ
コ
イ
・
チ
ッ
コ
イ
等
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
問
題
が
存
す
る
。

ニ
ヤ
コ
イ
ま
だ
そ
れ
計
か
下
地
が
に
や
こ
い
旦
那
さ
ま
（
タ
霧
師
阿
波
鳴
渡
中
）

ニ
ヤ
コ
イ
は
動
詞
ニ
ヤ
ケ
ル
の
語
幹
に
コ
シ
が
付
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
、
菊
田
紀
郎
氏
は
『
講
座
日
本
語
の
話
集
語
誌
皿
』

「
に
や
け
る
」
の
項
（
明
治
書
院
昭
坊
・

6
）
で
名
詞
ニ
ヤ
ケ
（
若
気
）
を
形
容
詞
化
し
た
語
で
、
基
は
「
女
な
ど
に
対
し
て
情
に
も
ろ

い
」
義
で
あ
っ
た
の
が
「
に
や
け
て
い
る
」
意
に
派
生
し
た
と
さ
れ
る
。

を
、
い
し
こ
を
注
す
か
ん
を
、
な
め
み
な
い
ち
く
わ
く
の
え
ん
ご
な
り

イ
シ
コ
イ
好
無
遜
昨
不
好
好
無
礼
皆
一
郭
之
艶
語
（
瓢
金
窟
）

ス
ジ
コ
イ
つ
め
な
が
仲
居
、
か
ぎ
女
郎
、
す
ぢ
こ
い
芸
子
に
い
た
る
ま
で
（
枕
童
児
抜
差
万
遍
玉
茎
九
）

こ
の
二
語
は
ど
の
様
に
解
釈
す
べ
き
な
の
か
問
題
の
残
る
語
で
あ
る
が
、
特
殊
な
位
相
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

チ
ッ
コ
イ
あ
ん
な
小
ツ
こ
い
も
ん
が
色
事
も
存
じ
ま
へ
ん
で
う
し
（
石
川
五
右
衛
門
の
生
立
〈
上
司
小
剣
〉
十
二
一
）

チ
ッ
コ
イ
は
チ
イ
サ
イ
が
音
の
変
化
を
起
こ
し
、
「
チ
ッ

l
」
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
コ
シ
が
つ
い
た
と
推
察
で
き
よ

う
。
類
似
の
チ
ッ
チ
ャ
イ
に
つ
い
て
は
、
吉
見
孝
夫
氏
「
『
小
チ
ャ
イ
』
考
」
（
筑
波
大
学
日
本
語
と
日
本
文
学
2

昭
幻
・
日
）
に
よ
っ
て

チ
イ
サ
イ
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ム
ジ
コ
イ

O
か
は
い
ら
し
い
と
云
詞
の
か
は
り
に
、
（
略
）
武
ぷ
片
田
舎
に
て

O
む
ぢ
こ
い
と
云
也
。
（
物
類
称
呼
五
）

ム
ジ
コ
イ
は
方
言
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
方
言
に
コ
シ
型
形
容
詞
は
多
く
見
ら
れ
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
見
出

し
語
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。

ア
ジ
コ
イ
・
ア
チ
コ
イ
・
ア
マ
コ
イ
・
イ
ナ
ラ
ッ
コ
イ
・
イ
ン
コ
イ
・
エ
セ
コ
イ
・
オ
オ
ッ
コ
イ
・
オ
コ
ン
コ
イ
・
オ
ゾ
コ
イ
・
オ
ボ

コ
イ
・
カ
ル
コ
イ
・
キ
ッ
チ
ャ
コ
イ
・
コ
タ
ツ
コ
イ
・
サ
ド
コ
イ
・
シ
コ
イ
・
シ
タ
ラ
コ
イ
・
シ
ビ
ラ
コ
イ
・
シ
メ
リ
ッ
コ
イ
・
シ
ラ

パ
シ
ッ
コ
イ
・
シ
ロ
パ
シ
ッ
コ
イ
・
ス
ネ
コ
イ
・
ス
ボ
ッ
コ
イ
・
ズ
レ
ッ
コ
イ
・
セ
シ
コ
イ
・
タ
ッ
ピ
ラ
コ
イ
・
チ
チ
ャ
コ
イ
・
チ
ピ

コ
イ
・
チ
マ
ゴ
イ
・
チ
ャ
ッ
コ
イ
・
テ
シ
コ
イ
・
ド
ス
コ
イ
・
ド
ベ
ラ
コ
イ
・
ト
ロ
コ
イ
・
ナ
メ
コ
イ
・
ナ
メ
ラ
コ
イ
・
ヌ
コ
イ
・
ヌ

メ
ッ
コ
イ
・
ヌ
ル
コ
イ
・
ヌ
ル
タ
コ
イ
・
ネ
シ
コ
イ
・
ネ
ッ
コ
イ
・
ノ
コ
イ
・
ノ
ベ
コ
イ
・
ノ
メ
ッ
コ
イ
・
パ
バ
コ
イ
・
ビ
タ
ラ
コ

イ
・
ビ
ド
ロ
ッ
コ
イ
・
ベ
タ
コ
イ
・
ベ
チ
ャ
コ
イ
・
ペ
チ
ャ
ラ
コ
イ
・
ベ
ッ
コ
イ
・
へ
ッ
タ
ラ
コ
イ
・
ベ
チ
ャ
ラ
コ
イ
・
ヘ
ラ
コ
イ

4 
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ヤ
コ
イ
・
ヤ
ス
コ
イ
・
ヤ
ワ
コ
イ
・
ユ
ル
コ
イ
・
マ
チ
コ
イ

こ
れ
ら
方
言
に
お
い
て
も
上
接
部
に
形
容
詞
語
幹
や
「
ラ
」
を
と
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

阪
倉
篤
義
氏
「
語
構
成
の
研
究
」
（
角
川
書
店
昭
4
・
3
）
、
村
上
昭
子
氏
「
接
尾
辞
一
ブ
シ
イ
の
成
立
」
（
国
語
学
凶

蜂
矢
真
郷
氏
「
造
語
の
変
遷
と
古
語
・
廃
語
」
（
日
本
語
学
日

l
5
平
4
－
H
）

ハ
シ
カ
イ
武
士
の
稽
む
懐
中
松
明
子
ば
し
か
く
燈
し
立
。
（
菅
原
伝
授
手
習
鑑
）

ヤ
ワ
ラ
カ
イ
ツ
ヨ
ウ
ヤ
ワ
ラ
コ
ウ
イ
ウ
ス
い
け
み
こ
ろ
し
み
（
詞
葉
新
雅
）

ヤ
ラ
カ
イ
や
ら
か
う
な
る
や
う
に
茶
を
入
れ
て
（
新
板
一
口
は
な
し

l
七）

こ
れ
ら
カ
イ
型
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、
蜂
矢
真
郷
氏
「
ケ
シ
・
カ
シ
イ
・
カ
イ
」
（
「
同
志
社
国
語
学
論
集
』
和
泉
書
院

参
照
。

（8
）
ま
た
逆
に
、
コ
シ
型
形
容
詞
か
ら
カ
イ
型
形
容
詞
に
変
化
し
た
と
忠
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

テ
コ
イ
吋

2
2・
テ
コ
イ
多
量
な
（
こ
と
て
ま
た
は
、
大
き
な
（
こ
と
）
。
ヨ
ぢ
の
ひ
苫
H
ロ
富
己
『
己
（
て
こ
う
や
ま
す
る
）
ひ
ど
く

人
を
殴
る
。
（
日
葡
辞
書
）

デ
コ
イ
ロ
巾
《
M
O
－
－
デ
コ
イ
大
き
な
（
も
の
）
、
ま
た
は
、
大
量
一
の
（
も
の
）
o

上
（
q
aき
と
で
は
自
活
包
と
，
一
一
一
口
う
。
ヨ

U
2
。

司
自
己
詰
ロ

E
－
（
で
か
う
や
ま
す
る
）
ひ
ど
く
人
を
殴
打
す
る
。
卑
語
。
（
日
筒
辞
書
）

テ
コ
イ
は
デ
コ
イ
と
類
義
で
、
量
的
に
甚
だ
し
い
こ
と
を
表
す
。
テ
コ
ラ
サ
・
テ
コ
ラ
ケ
シ
の
テ
コ
も
こ
の
テ
コ
イ
の
語
幹
と
捉
え
る
こ

と
は
『
小
学
館
古
語
大
辞
典
』
「
て
こ
ら
さ
」
の
語
誌
（
山
口
佳
紀
氏
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
コ
イ
・
デ
コ
イ
か
ら
音
の
変
化
と

他
の
要
因
に
よ
っ
て
デ
カ
イ
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（9
）
飛
田
良
文
氏
・
浅
田
秀
子
氏
（
東
京
堂
出
版
平
3
・
7
）

（
日
）
「
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
成
立
」
（
前
掲
）

（

5）
 

（

6）
 

（

7）
 

昭
同
・

3
）
等
。

昭
国
・

5
）
を

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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